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Abstract
In this paper, the authors first confirm the government’s policy and the current status of the 
acceptance of the international students and the Chinese students studying abroad, and then conduct 
research on the actual situation of Dalian University of Foreign Languages. And after that, they discuss 
some issues of accepting the international students and the Chinese students’ studying abroad in terms 
of international exchange by closely examining the above university’s recent programs to experience 
Japanese culture.
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協定校 プログラム 専攻 期間
九州共立大学 学士学位取得（2+2） 経済・経営 2 年
九州女子大学 学士学位取得（2+2） 家政・人文 2 年
亜細亜大学 学士学位取得（2+2） 経営 2 年
国士舘大学 学士学位取得（2+2） アジア経済・文化 2 年
城西大学 学士学位取得（2+2） 経済 2 年
城西国際大学 学士学位取得（2+2） 経済・観光・福祉 2 年
鹿児島国際大学 学士学位取得（2+2） 経済・経営・文化 2 年
岡山商科大学 学士学位取得（2+2） 経済・経営・法学 2 年
尾道市立大学 学士学位取得（2+2） 経済・情報 2 年
武蔵野学院大学 学士学位取得（2+2） 国際文化 2 年
長崎外国語大学 学士学位取得（2+2） 日本語 2 年
札幌大学 学士学位取得（2+2） 経済・文化 2 年
長野大学 学士学位取得（2+2） 経済・環境 2 年
北陸大学 学士学位取得（2+2） 経営・教育 2 年
桜美林大学 学士・修士学位取得（3+1+2） 管理・福祉・言語 3 年
京都情報大学院大学 学士・修士学位取得（2+1+2､ 3+2） 情報・メディア 3 年 ･2 年
武蔵野大学 学士・修士学位取得（3+1+2､ 4+2） 日本語 3 年 ･2 年
神戸親和女子大学 学士・修士学位取得（2+2､ 3+1､ 4+2） 国際文化 2 年 ･1 年















年度 プログラム 人数 大学名
2017
2+2 148 九州共立大学・城西国際大学・北陸大学など 9 校
3+2 など 59 京都情報大学院大学・武蔵野大学
交換留学 8 山口大学
2018
2+2 94 九州共立大学・国士舘大学・亜細亜大学など 10 校
3+2 など 19 京都情報大学院大学
交換留学 4 北陸大学・神戸親和女子大学
　ソフトウェア学院は，国際的・革新的・複合的・応
用志向型の学生を育成するという大学の国際交流にお
ける指導理念を踏まえ，大学の国際交流センターおよ
びその他の関係部署との連携を図りながら，積極的に
教員と学生を支援していく．国際交流に関する仕事を
順調に実施するために，以下の3点に基づいて取り組
んでいるのである．
3.1　教職員全員参加の指導方針 
　マネジメントチームから教職員全員に至り，ソフト
ウェア学院は，大学の国際交流活動を包括的に参画し
てサポートする．特に近年では，大学間（大連外国語
大学と海外協定校）の交流プラットフォームを利用し
て，教職員を選出し，海外協定校への訪問・共同研究
などの交流を実施している．これらの交流活動を通じ
て，学院所属の教職員が国際交流への理解を深め，大
学の国際化を促進し，海外協定校との交流活動を積極
的に展開していく．
3.2　学生が海外留学の前後とも積極的に支援 
（1）学生が海外へ留学する前に積極的に育成すること．
　今まで学生からの相談を受身的に受け入れることか
ら一転して積極的に留学促進活動を展開させることで
学生を自発的に支援する．国際交流を携わる教職員は
学生が入学してから大学の4年間を通し，学生に向け
て学院における留学プログラムの紹介に全力を尽くす．
具体的には，留学プログラムのことについて入学式後
のオリエンテーションで新入生に対して説明し，毎年
10月に各学年向けの説明会を開催する．また，チュ
ーターや事務スタッフを通して，クラスミーティング・
オンラインのWeChat・QQ・学院の国際交流専用のウ
ェブサイトなどを通じて，学生に留学プログラムにつ
いて情報をシェアし，関心のある学生に個別指導や支
援をするプラットフォームを提供する．留学情報の公
開・海外協定校説明会の開催・学生の大学選択・志願
書・入学試験・入学書類・在留資格認定資料の作成な
ど，海外にスムーズに行けるまで全力でサポートする．
また，留学プロセス全体を通して学生にはいつでも相
談でき，ガイダンスや合理的な提案を得ることができ
るプラットフォームを提供する．
（2）学生が海外留学に行った後，アフター支援を遂
行すること．
　学生が海外に行った後は，海外協定校とコミュニケ
ーションを取り合い，学生が海外へ留学する調整期間
をスムーズに過ごせるよう，海外協定校に学生の生活
および学業関係の支援を依頼する．海外協定校との良
好なコミュニケーションシステムを確立し，学生の健
康と安全および学業状況と精神面の状況について頻繁
に交流を行っている．さらに，学生が学部から卒業後
の進路（進学・就職など）についての情報収集にも力
を入れ，海外へ留学する学生の情報ファイルを作成す
る．海外協定校により，高く評価されている学生の進
路情報を後輩にシェアし，後輩に参考を与えている．
このように，学院の国際交流を促進するために教職員
全員が一丸となり努力しているのである．
3.3　三つの方向に向け国際交流へ展開する
（1）海外へ留学する学生人数を維持しつつ，質の向
上を心掛けること．
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　現在の海外へ留学する学生人数を維持しながら，学
生の素質向上にも配慮し，質の高い留学プログラムを
構築していく．例えば，ダブル・ディグリープログラ
ムを通じて亜細亜大学へ留学した学生が，GPAが高
く取り，卒業後の進路もよく，協定校から高く評価さ
れている．また，学院の国際交流支援課が主催する国
際交流週間というイベントを通して，尾道市立大学な
どの公立大学と積極的に連絡を取りあい，提携の方向
へ順調に進めている．海外協定校の範囲拡大とレベル
アップすることによって，学生がより多くの留学先を
選択することができるようになっている．2015年以
降，留学プログラムを通じて海外へ留学する学生のう
ち，76名が東京大学・京都大学・大阪大学・九州大学・
早稲田大学・慶応大学などの有名大学の大学院へ進学
することができた．
（2）学生交流を通して教員交流と学術交流を促進す
ること．
　海外協定校との留学プログラムを積極的に展開する
ことに伴い，大学間の教員訪問交流プログラム・学術
交流プログラムも積極的に展開されている．要するに，
留学プログラム・教員訪問交流プログラム・学術交流
プログラムを通じ，全面的な交流体系を構築していく
のである．海外協定校に積極的に働きかけた結果，
2015年以降，毎年約10名の教員を海外協定校に派遣
し，教育と研究の交流を行っている．派遣された教員
は，海外の先進的な教育理念に触れ，視野を広げるだ
けではなく，自分自身の教育と研究のレベルを向上さ
せると同時に，学院の国際交流促進の役割も果たして
いる．学院の国際交流プラットフォームを通じ，８名
の教員が海外協定校の大学院（博士課程）に進学し，
そのうち３名が博士学位を取得することができた．ま
た，学院は毎年海外協定校から教授や学者を招聘し，
学術講演や若手教員との交流活動を行うことにより，
学院の更なる発展を推進することができた．さらに，
大学の国際交流センターの指導と支援を受け，国際交
流プラットフォームを利用し，教員が海外へ交流する
ために国の留学基金委員会の公的資金援助を積極的に
申請し，この間，教員1名がこの支援金を獲得するこ
とができた．
（3）コンピュータ専攻関係の国際交流を積極的に展
開すること．
　学院では，海外へ留学する予定のある学生に対する
指導と管理を段階的に，且つ入念に対応している．学
生たちの興味・外国語能力・学習成績に応じて個別指
導を行い，学生一人ひとりの強みを最大限に発揮させ，
留学の夢を叶えるように努める．学院にはコンピュー
タに興味を持っている学生が多いため，情報処理関係
の学科をメインとする大学と積極的に連絡を取り，学
生のコンピュータ関係の領域で就職するという夢を実
現させるように取り組んでいる．一例を挙げれば，北
陸大学のIT専攻と北陸高等科学技術研究所との2+2+2
という学部修士連続学習プログラムを通じて，学院の
９名の学生が北陸高等科学技術大学コンピュータ専攻
に進学することができた．そして，海外の研修拠点を
最大限に活用し，就職市場を拡大することによって，
学生の就職率も社会からの評価も向上しつつある．
2013年以降，計177名の学生が京都情報大学院大学の
研修拠点へインターンシップに参加し，そのうち，日
本で働く意欲のある学生が会社の正社員採用の筆記試
験や面接に応募し，41名が日本のIT企業に就職する
ことができた．また，オーストラリアのウロンゴン大
学・イギリスのスウォンジ大学・アイルランド国家学
院大学・アイルランドのリムリック大学など，コンピ
ュータ知識を要する情報処理学科を重要視している大
学との提携も順調に進んでいる．
　ソフトウェア学院の国際交流は，今後の課題として
主に以下の２つが挙げられる．まず，英語圏の国々へ
留学する学生が少ないため，英語圏への留学人数をど
のように増加させることについて検討すべきである．
その２は，国際交流の取り組みを通して，学院におけ
る授業の国際化を如何に強化して，国際化の特色を今
まで以上に作り上げることができるのか，もっと幅広
く柔軟に考えなければならないことである．学院は大
学本部の国際交流センターをはじめ，各関係部署と緊
密に連携を取りながら，複合型・応用型・国際化の大
学運営理念を真剣に実行した上，学生の多元化発展と
需要を満たすためのプラットフォームを提供し，大連
外国語大学の知名度と影響力を高めるために貢献しよ
うと考えているのである．
４．おわりに
　
　大連外国語大学における国際交流と留学生の受け入
れ体制および日本への学生派遣の実態を調査し，とり
わけソフトウェア学院の取り組みについて考察してき
た．海外研修・短期留学および長期派遣などの国際交
流プログラムを通して，海外協定校からの留学生の受
け入れを促進し，学生の国際社会への関心を高め，海
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国際交流における受け入れと海外派遣に関する一考察
──大連外国語大学の取り組みを中心に──
外への留学に繋がっていくために，留学生教育に携わ
る教職員は，情熱と責任感，そして国際理解の意識を
持って職務を全うしなければならない．留学生支援制
度奨学金の活用や，実践的な語学教育の強化，および
単位認定などの課題が残っているが，大学の各関係部
署は緊密な連携を図り，可能な限り留学生のために最
善のサービスを提供することが求められている．
　知識基盤社会のグローバル化が進展する中，国境を
越えた学生の流動性が高まるにつれ，大学における国
際的な競争が激しくなる一方，協同・連携の動きも加
速している．学生募集から企業への就職（あるいは大
学院への進学）などを含む出口までの一貫した留学生
教育においては，大学の教職協働によるきめ細やかな
指導とサポートを施さなければならないと思われる．
〔注〕
１）孔子学院とは，中国政府が世界各国の大学等と提
携してその地に設立する中国語および中国文化に関
する教育機関である．中国語と中国文化の教育を通
じて，世界各国との相互理解と友好関係を促進し，
継続的な世界平和と相互発展への貢献を目的とする．
2020年現在，世界162カ国・地域に550の孔子学院
が設立され，専任・非常勤講師の総数は約5万人，
学生・受講生の総数は2500万人に達している．日
本国内には，立命館大学や早稲田大学・桜美林大学
など15の大学に孔子学院がある．なお，大連外国
語大学は岡山商科大学と提携して2007年9月に孔子
学院を設置した．　
２）HSKは，中国の教育部が設けた ｢漢語水平考試｣
（Hanyu Shuiping Kaoshi）の頭文字の略称で，中
国語を母国語としない中国語学習者のための唯一・
公認の中国語能力認定標準化国家試験である．
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２）高城玲（2017）『大学生のための異文化・国際理
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〔付記〕
　本稿は，令和２年度九州共立大学特別教育研究費（プ
ロジェクトテーマ：「国際交流における留学生の受入
促進と海外留学の推進に関する研究――大連外国語大
学と本学の取り組みを中心に――」，研究代表者：黄
冬柏）の助成を受けて行った研究調査に基づいて作成
したものである．
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